上映会/トークイベント

日中テレビ(ドラマ)交流史研究：　『大地の子』（1995）

日時：　2026年5月17日(日)　13:00〜16:00（12:30開場）

会場：大阪府箕面市船場東３−５−１０　大阪大学箕面キャンパス　405講義室
（アクセス：北大阪急行線　箕面船場阪大前駅下車　徒歩 約3分）
https://www.osaka-u.ac.jp/ja/access/top

主催：大阪大学　劉文兵ゼミ

ゲスト：永井真理子（俳優、ミュージシャン）、河村正一（プロデューサー）

ポスターはこちらから↓
https://drive.google.com/file/d/1M6Ik6K4Kxlj-onjvCs5mYLt6i1ppGC3J/view?usp=sharing
企画の概要：
NHKと中国中央テレビ（CCTV、中央電視台）の共同製作によるテレビドラマ『大地の子』は1995年11月11日から12月23日にかけてNHK「土曜ドラマ」として放映されたのち、翌1996年3月11日から20日までNHK総合「ドラマ・スペシャル」の枠で放映され、きわめて大きな反響を呼んだ。その後、NHK衛星放送や、民放局、ケーブルテレビなどにより、しばしば再放送され、日本のテレビドラマ史に残る名作として広く受容されてきた。
山崎豊子の原作小説に基づいた『大地の子』の主人公は、家族とともに「満蒙開拓団」に加わり、満州に渡った少年・松本勝男である。1945年、ソ連軍の侵攻により家族と離散し、記憶を失った彼は、中国人教師・陸徳志に救われる。「陸一心」と名付けられて養子として育てられ、大学を卒業してエンジニアとなるが、文化大革命の狂乱のなかで「日本のスパイ」として迫害を受け、僻地の収容所で過酷な労働を強いられる。収容所に巡回医療で来た看護婦・江月梅と出会い、彼女、そして養父の助けを得て名誉回復を果たす。やがて文革終結後、中日共同の製鉄所建設に携わる一心は、同プロジェクトを支援するために日本からやってくる実父・松本耕次と再会。「日本に帰ってくれ」と実父から頼まれる一心は、あくまでも「大地の子」として中国に留まることを決意する。
脚本は岡崎栄。ディレクターは松岡孝治、榎戸崇泰、潘小揚。主演は上川隆也、仲代達也、永井真理子、朱旭、呂中、蒋文麗、蓋麗麗。
　
本企画は日本人残留孤児がどのように表象されてきたのかという問題を、製作にかかわった俳優の永井真理子氏、プロデューサーの河村正一氏の証言をつうじて検証し、さらに『大地の子』の脚本を手掛け、また製作の段階で「総合演出」として現場を仕切っていた岡崎栄の仕事をつうじて、劉文兵はテレビジャンル論、作家論の観点から考察する。

第一部　作品上映  :『大地の子』第7部「兄妹」　　　　　　　　　　　

第二部　研究発表 ： TVディレクターの「作家性」ーー岡崎栄と『大地の子』（劉文兵）　

第三部：永井真理子氏、河村正一氏トークショー（聞き手：劉文兵）　

参加費　無料（定員80名、要予約。予約はこちらから↓）
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdNgC8MYRAtCXGI64nsdSHivFBYpVP0c_xoRB_ojEPilp8rQg/viewform

※本上映会は第一部からの参加が必須となっており、途中参加はできません。写真撮影や録音録画はご遠慮ください。

